





























（3） MaxWeber,1920,“DieProtestantischeEthikundderGeistdesKapitalismus”,Gesammelte Aufsätze zur 
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にはおかなかった結果は，何よりもまず，単独の個人の
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，「命，永遠の
命！（11）」と叫びながら，野原に駆け出していく。根本において
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（imGrunde）ただ自
分自身を問題とし，ただ自分の救いのみ











































れるのである。事実『天路歴程』は，初版を出した 1678 年の内に早くも第 2 版を出し，


























楽園』ですら初版（1667 年，1,300 部）から再版（1674 年）まで 8 年かかった（当時としては異例の成功であっ
た）。竹友，前掲書，316 頁（なお竹友は「9 年」と記しているが 8 年の誤記と思われる）。
（19） Bunyan,John,［ 1678 ］1966 → 2008 ,The Pilgrim’s Progress,OxfordUniversityPress（OxfordWorld’s
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ただ自分自身を問題とし，ただ自分の救い













（20） Bunyan,2008,The Pilgrim’s Progress,OxfordUniversityPress,p.11.（＝竹友訳『天路歴程　第一部』岩波
書店，46 頁／＝ 1969，高村訳『バニヤン著作集Ⅱ』山本書店，24 頁）。






















がゆえに，つねに信徒に対して A か B かの二者択一を迫ってくることである。しかもたいていその片方は
すでに滅びの道であり，実質的にはもう片方しか選ぶ余地はない。主人公クリスチャンは，エヴァンジェリ








































































































































（29） ジョン・バニヤン『天路歴程　第一部』岩波文庫（竹友藻風訳），1951 年。口絵の下に「1672 年第 3 版口絵」
と記されているが，『天路歴程　第一部』の初版は 1678 年だから，これは明らかに誤りである。「第一部」



















































（36） Bunyan,2008,The Pilgrim’s Progress,TheSecondPart,OxfordUniversityPress,p.290.（＝竹友訳『天路歴































Bunyan, John,［1666］1962 ,Grace Abounding to the Chief of Sinners, ed.byRoger
Sharrock,Oxford.（=1969，高村新一訳「罪びとのかしらに溢るる恩寵」『バニヤン著作
集Ⅰ』山本書店。）
――――,［1678］1966 → 2008,The Pilgrim’s Progress,OxfordUniversityPress（Oxford
World’sClassics）.（＝ 1951，竹友藻風訳『天路歴程　第一部』岩波書店（岩波文庫）／
＝ 1969，高村新一訳「天路歴程」『バニヤン著作集Ⅱ』山本書店。）













解のための一助説」『商学論集』福島大学経済学会，第 83 巻第 3 号。
竹友藻風，1953，「解説」『天路歴程　第二部』岩波書店（岩波文庫）。
W.R.Owens,2008 , “Noteon theText”, inThe Pilgrim’s Progress,OxfordUniversity
Press（OxfordWorld’sClassics）.
MaxWeber, 1920 , “DieProtestantischeEthik und derGeist desKapitalismus”,
Gesammelte Aufsätze zur Religionssoziologie I,Tübingen:J.C.B.Mohr（PaulSiebeck）,
Max Weber Gesamtausgabe，AbteilungI,Bd.18（MWGI/18 ）,Tübingen:J.C.B.Mohr
（PaulSiebeck）.（=1991，大塚久雄訳『プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神』
岩波書店（岩波文庫）。）
 （2021.9.30 受稿，2021.11.16 受理）
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〔抄　録〕
　マックス・ヴェーバーの『倫理』論文において，平信徒にたいする二重予定説の作用と
して指摘された内面的孤独化の典型とされたのは，『天路歴程』「第一部」の主人公が巡礼
に立つ場面であった。岩波文庫版『倫理』では，そのカバーデザインに『天路歴程』の原
書にあった口絵が採用されている。しかしそれが『天路歴程』の「第二部」であることは，
『倫理』の内容と大きく齟齬を来している。二重予定説の作用による内面的孤独化を表現
しようとするなら，内容に沿って，『天路歴程』「第一部」の口絵（主人公が単独で巡礼し
ている絵）がふさわしい。しかしカバーに採用された「第二部」の口絵は，「第一部」の
主人公が天の都に到着して後，回心した家族（妻と 4 人の子ども）が巡礼に出る場面が描
かれており，『倫理』とほとんど関連がない。二つの口絵を比較することで「増大」のモチー
フ（子孫や信仰共同体の増大と，資本の増加）を読み込んで新たな解釈を展開することも
可能であるが，『倫理』読解という点では注意を要する点である。
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荒川敏彦：マックス・ヴェーバーの『倫理』論文における内面的孤独化と『天路歴程』の口絵
